




要  約:大阪府立母子保健総合医療センター新生児集中治療室(NICU)においては新生児の

病名コードを過去 15 年間使用してきた。病名コードで入力された疾患データを児の在胎

期間別、入院時期別で解析することで、各種の疾患の在胎時期における発生頻度や疾患の

年度毎の変遷などか詳しく調べられた。またこの疾患発生状況の解析により、背景の母体

や新生児治療の影響が調べられた。NICU 入院の 4346 名に 728 種類の病名コードか総計

15701 回使用され、1 人平均 3.6 コードか入力された。在胎週数か小さいほど、一人あた

りの使用コード数が多く(24週未満の平均 6.2)疾病内容か多く重症であった。新生児の疫

学的調査には病名コード入力が必須である。


